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仙北市９月定例議会
神代小改築工事は地元共同企業体

機
的
状
況
に
あ
る
こ
と
を
お

互
い
が
認
め
合
い
、
経
営
改

善
に
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
態
で
あ
る
。

人
権
擁
護
委
員
推
薦
に

同
意
！

■
「
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

推
薦
し
た
い
の
で
、
議
会
の

意
見
を
求
め
る
」
と
い
う
諮

問
第
３
号
が
提
案
さ
れ
た
。

角
館
町
白
岩
下
掵
54
番
地

草
薙
紀
雄
（
64
歳
）
氏
に
仙

北
市
議
会
は
、
全
会
一
致
で

同
意
し
た
。

合
併
後
、
市
道
の
見
直
し
！

■
合
併
し
て
ま
も
な
く
３
年

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
た
び
同
一
名
称
の
変
更

や
起
点
終
点
な
ど
、
大
幅
な

見
直
し
が
あ
り
、
市
道
廃
止

と
認
定
案
が
提
案
さ
れ
た
。

■
外
町
交
流
広
場
条
例

　

中
心
市
街
地
活
性
化

と
観
光
交
流
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
た
。

当
面
は
仙
北
市
商
工
課

が
管
理
運
営
す
る
が
、

将
来
は
指
定
管
理
者
に

よ
る
管
理
を
予
定
し
て

い
る
。

　

条
例
で
は
開
館
時
間

が
市
役
所
の
勤
務
時
間

ど
お
り
。
ま
た
市
長
の
使
用

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
等
々
お
役
所
仕
事
で

あ
り
、
目
的
に
沿
っ
た
活
用

は
で
き
そ
う
に
な
い
。
早
く

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
に

切
り
替
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。

市
立
病
院
経
営
に
赤
信
号
！

■
平
成
19
年
度
病
院
事
業
会

計
決
算

　

田
沢
湖
病
院
の
19
年
度
決

算
は
、
２
億
３
０
５
５
万
円

の
赤
字
決
算
。

　

累
積
欠
損
金
は
４
億
２
０

３
８
万
円
に
増
加
し
、
田
沢

湖
病
院
の
経
営
内
容
は
さ
ら

に
悪
化
し
た
。

　

角
館
病
院
も
19
年
度
６
８

５
６
万
円
の
赤
字
決
算
。
累

積
赤
字
は
10
億
５
９
０
６
万

円
に
膨
れ
上
が
っ
た
。
仙
北

市
に
よ
る
病
院
経
営
は
、
危

　

仙
北
市
の
９
月
定
例
会
は
、
９
月
４
日
か
ら
９
月
25
日
ま
で
、
会
期
22
日
間

の
日
程
で
開
か
れ
た
。
当
初
の
提
出
議
案
は
、
条
例
５
件
、
補
正
予
算
８
件
、

決
算
認
定
３
件
な
ど
19
件
。
追
加
案
件
は
神
代
小
改
築
工
事
請
負
契
約
で
合
計

20
件
の
提
案
だ
っ
た
。

　

開
会
冒
頭
、
桜
ま
つ
り
の
臨
時
駐
車
場
料
金
問
題
で
、
関
係
職
員
を
処
分
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
市
長
の
陳
謝
で
９
月
議
会
は
始
ま
っ
た

市街地活性化の役割をどう担う

会
期
第
１
日

　

議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案

は
、
条
例
、
補
正
予
算
、
企

業
会
計
決
算
、
市
道
の
認
定

･

廃
止
な
ど
で
あ
る
。
追
加

提
案
は
神
代
小
改
築
請
負
契

約
、
固
定
資
産
評
価
委
員
案

件
で
あ
る
。
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一
般
会
計
２
億
２
５
１

４
万
円
を
補
正

除
雪
費
に
１
億
４
千
万
円
！

■
（
歳
入
）

　

最
も
多
い
の
は「
繰
越
金
」

で
、
１
億
５
３
２
１
万
円
は

歳
入
の
約
66
％
を
占
め
る
。

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
地
方

交
付
税
」
は
、
３
１
０
９
万

円
で
２
番
目
に
多
い
。「
財

産
収
入
」
は
土
地
や
立
木
の

売
り
払
い
収
入
で
１
５
８
１

万
円
。
市
債
は
臨
時
財
政
対

策
債
で
１
１
０
０
万
円
。
県

支
出
金
は
障
害
者
自
立
支
援

臨
時
対
策
補
助
金
、
小
学
校

費
委
託
金
な
ど
、
１
０
２

０
万
円
の
補
助
金
で
あ
る
。

国
庫
支
出
金
は
わ
ず
か
１

７
０
万
円
で

汚
水
処
理
施

設
整
備
交
付

金(

浄
化
槽)

の
１
６
４
万

円
が
主
で
あ

る
。

■
（
歳
出
）

　

最
も
多
い

支
出
は
土
木

費
で
支
出
額

の
約
65
％
を

占
め
る
。
主

な
も
の
は
今

年
の
冬
期

交
通
対
策
費

で
、
１
億
５
６
０
７
万
円
で

あ
る
。
そ
の
う
ち
１
億
４
０

０
０
万
円
は
除
雪
委
託
費
で

あ
る
。

　

次
に
多
い
支
出
は
総
務
費

で
、
財
産
管
理
費
や
台
湾
の

姉
妹
都
市
訪
問
費
な
ど
の
総

務
管
理
費
が
１
１
１
８
万

円
。

　

徴
税
費
は
２
６
６
２
万
円

で
、
委
託
料
と
備
品
購
入
費

で
あ
る
。
そ
の
他
統
計
調
査

費
な
ど
総
務
費
の
補
正
総
額

は
４
０
０
８
万
円
で
あ
る
。

民
生
費
の
内
訳
は
、
社
会
福

祉
費
が
９
１
７
万
円
で
、
そ

の
う
ち
介
護
保
険
特
別
会
計

へ
の
繰
出
が
７
４
４
万
円
。

児
童
福
祉
費
が
、
３
０
１
万

円
の
補
正
。
民
生
費
の
総
額

は
１
２
１
８
万
円
の
補
正
。

衛
生
費
は
浄
化
槽
施
設
整
備

事
業
費
４
９
３
万
円
な
ど
５

４
７
万
円
の
補
正
で
あ
る
。

　

農
林
水
産
費
は
農
地
費
、

農
業
施
設
費
な
ど
２
９
８
万

円
の
補
正
。

　

商
工
費
は
外
町
交
流
広
場

施
設
管
理
運
営
費
２
１
９
万

円
、
観
光
費
は
施
設
維
持
管

理
費
等
３
６
２
万
円
、
桜
振

興
費
53
万
円
な
ど
総
額
６
３

４
万
円
の
補
正
で
あ
る
。

　

教
育
費
は
小
学
校
費
が
４

７
３
万
円
、
中
学
校
費
が
４

９
８
万
円
で
、
生
徒
派
遣
費

補
助
金
が
大
半
で
あ
る
。
そ

の
他
に
幼
稚
園
費
や
社
会
教

育
費
が
少
額
補
正
さ
れ
た
。

　

な
お
地
方
債
の
平
成
20
年

度
末
残
高
見
込
み
額
は
、
２

７
０
億
９
８
９
３
万
７
０
０

０
円
で
、
19
年
度
と
比
較
す

る
と
約
４
億
円
近
い
減
額
の

見
通
し
で
あ
る
。

■
病
院
事
業
会
計

決
算

　

平
成
19
年
度
の

角
館
、
田
沢
湖
両

病
院
の
事
業
会
計

決
算
認
定
案
が
議

会
に
提
出
さ
れ
た
。

収
入
決
算
額
は
49

億
４
２
３
５
万
円
。

支
出
決
算
額
が
52

億
４
０
８
０
万
円

で
、
収
支
決
算
額

マ
イ
ナ
ス
２
億
９

８
４
４
万
円
と
な

り
、
３
億
円
近
い

赤
字
決
算
と
な
っ

た
。
角
館
病
院
の

決
算
を
み
る
と
、

医
業
収
益
は
３
８
億
６
６
８

０
万
円
、
医
業
費
用
は
40
億

６
２
１
７
万
円
で
、
医
業
に

係
る
マ
イ
ナ
ス
は
１
億
９
５

３
６
万
円
で
あ
る
。

田
沢
湖
病
院
の
決
算
は
、
医

業
収
益
７
億
１
１
６
９
万

円
、
医
業
費
用
９
億
９
０
９

４
万
円
で
、
医
業
に
係
る
マ

イ
ナ
ス
は
２
億
７
９
２
４
万

円
で
あ
る
。

　

19
年
度
の
純
損
失
額
は
、

角
館
病
院
が
６
８
５
５
万

円
、
田
沢
湖
病
院
が
２
億
３

０
５
５
万
円
で
、
合
計
す
る

と
２
億
９
９
１
１
万
円
の
赤

字
額
を
計
上
し
た
。
こ
れ
に

両
病
院
の
前
年
度
繰
越
欠
損

金
１
１
億
８
０
３
３
万
円
を

加
え
る
と
累
積
欠
損
金
は
14

億
７
９
４
４
万
円
と
な
り
、

病
院
事
業
会
計
も
仙
北
市
一

般
会
計
同
様
、
危
機
的
状
況

下
に
あ
る
。

■
温
泉
事
業
会
計
決
算

　

19
年
度
の
収
益
は
３
５
７

２
万
円
で
前
年
比
49
万
円
増

と
な
っ
た
。
費
用
は
２
９
４

５
万
円
で
前
年
度
よ
り
０
・

１
％
減
額
と
な
っ
た
、
純
利

益
は
前
年
度
よ
り
53
万
円
増

の
６
２
６
万
円
を
計
上
し

た
。

■
水
道
事
業
会
計
決
算

　

上
水
道
事
業
の
収
益
は
前

年
比
２
３
４
万
円
減
の
２
億

８
９
３
０
万
円
で
あ
る
。
費

用
は
前
年
比
８
９
９
万
円
減

の
２
億
５
７
４
８
万
円
と

な
っ
た
。
純
利
益
が
前
年
比

６
６
５
万
円
増
加
し
て
、
３

１
８
１
万
円
の
計
上
と
な
っ

た
。

　

簡
易
水
道
事
業
の
収
益
は

前
年
度
よ
り
２
６
５
万
円
増

加
し
て
、
６
６
０
０
万
円
。

費
用
は
職
員
給
与
費
等
の
減

に
よ
り
８
１
２
万
円
減
少
し

で
５
２
６
２
万
円
と
な
っ

た
。
こ
の
結
果
、
前
年
度
比

１
０
７
８
万
円
増
の
１
３
３

８
万
円
の
純
利
益
と
な
っ

た
。

（
審
査
内
容
は
11
Ｐ
に
記
載
）

平成 19 年度企業会計決算
２
億
９
８
４
４
万
円
の
赤
字
決
算
―
市
立
病
院

シーズンを前に出番を待つ除雪機械

市民の安全な水にかかせない急速ろ過器


